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研究成果の概要（和文）：　瞬目は課題終了に同期し課題直前で抑制される。児童は成人に比べてGo・No-Go課
題の成績低下が予想される。しかし，その際の瞬目発生と抑制については明らかにされていない。本研究では，
 Go/No-Go時の瞬目発生について，定型発達児TDC群，発達障害児DDC群および成人ADP群で検討した。その結果，
どの群においても， Go条件の瞬目率がNo-Go条件より高かった。刺激呈示から次の試行までの2.5秒間におい
て，ADP群では瞬目抑制が早めに始まったのに対し，TDC群・DDC群では抑制の程度が小さかった。これらのこと
から，瞬目発生と抑制は発達とともに顕著になることが示された。

研究成果の概要（英文）：  Blinks are synchronized with task completion and suppressed just before 
the task. Children are expected to perform worse on Go/No-Go tasks than adults. However, the 
occurrence and suppression of blinking during the Go/No-Go task has not been clarified. In the 
present study, the blink occurrence during Go/No-Go tasks was investigated in the TDC group of 
children with typical development, the DDC group of children with developmental disabilities and the
 ADP group of adults.
  The results showed that the blink rate in the Go condition was higher than that in the No-Go 
condition in all groups. During the 2.5 s between stimulus presentation and the next trial, blink 
suppression started earlier in the ADP group, whereas it was less suppressed in the TDC and DDC 
groups. These results indicate that blink onset and suppression become more pronounced with 
development.

研究分野： 生理心理学

キーワード： Go/No-Go課題　瞬目の発生と抑制　ワーキングメモリー　行動実行と行動抑制

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
課題を終えると瞬目発生と課題直前では瞬目抑制が見られ，このことが人の発達と関連していることが示され
た。すなわち，認知過程の予期・処理は瞬目抑制，認知処理の終了は瞬目発生を引き起こすのである。瞬目は離
れたところからでも撮影して記録できるので，人の認知過程だけでなく子どもの発達のようすを簡便に探るため
の重要な手がかりになることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 Go/No-Go 課題では，2 つの課題を区別する情報を Working Memory (WM)に保存し，Go 課題で
は行動実行，No-Go 課題では行動抑制が求められる。児童は WM 容量が少なく，Go 実行や No-

Go の行動抑制を次々に遂行することが求められるため，成人に比べて課題成績が低下すること
が予想される。 

 発達障害とは脳機能の発達の障害で，自閉症スペクトラム(ASD: Autism Spectrum Disorder)，注
意欠如多動症(AD/HD: Attention Deficit / Hyperactivity Disorder)，学習症(LD: Learning Disorder)が
含まれる。ASD 児は，人とのコミュニケーション機能の障害や限定的な興味などを示し，外部
からの情報の取捨選択に障害を抱えているとされている。AD/HD 児は不注意，多動，衝動を示
し，将来への予測や不適切な行動の抑制に障害を抱えているとされている。LD 児は，知的機能
に遅れは見られないにもかかわらず，聞く，話す，読む，書く，計算する，推論することのいく
つかに障害を抱えているとされている。発達障害児について，瞬目発生タイミングにどのような
特徴があるかを分析し，そこから認知過程を明らかにし，適切な支援手段の手がかりをつかんで
いくことは重要である。 

生理反応である瞬目は課題終了とともに発生し，課題直前では抑制されることが知られてい
る。予測に苦手さを抱えている者にとっては，このような瞬目抑制・発生の様子は得られにくい
と予想される。しかしながら，このように刺激に対する予測を必要とする課題場面において，瞬
目の発生・抑制を観察した研究は見当たらない。 

 

 

２．研究の目的 

 本研究では，2 種類のモグラたたきを模した Go/No-Go 課題時の行動反応と瞬目発生について， 

発達障害児（DDC: Developmental Disorder Children）群，定型発達児（TDC: Typical Developmental 

Children）群，および成人（ADP: Adult People）群を比較した。 

 

 

３．研究の方法 

 実験参加者 インターネット・新聞報道で募集した DDC 群 9 名(月齢 106±15 カ月)，TDC 群
11 名(月齢 118±22 カ月)，自発的に参加を表明した大学生・大学院生 ADP 群 12 名（月齢 258±6

カ月）が個別に参加し，各参加者には謝金が支払われた。本研究は，福岡県立大学研究倫理部会
の承認（H30-8）を受けた。 

 

 同色モグラ課題 画面内の水平 3カ所の穴のいずれかから同じ色のモグラが 0.5秒間顔を出し
た。それが左右いずれかからであれば対応するボタンを押し（Go/120 回 66.7%），モグラが中央
から出たとき，および前試行と同じ位置の穴から連続して顔を出したらボタンを押してはなら
なかった（No-Go/60 回 33.3%）。この課題では 180 試行実施し，正味の実験時間は 7 分 30 秒で
あった。この課題の特徴は，モグラが顔を出した位置を記憶しておかなければならないことであ
った。 

図１．同色モグラ課題の刺激配列 

 

 異色モグラ課題 画面内の水平 3 カ所の穴のいずれかから茶色のモグラが 0.5 秒間顔を出し
た。それが左右いずれからであれば対応するボタンを押し（Go/120 回 66.7%），モグラが中央か
ら出たとき，および異なる色（灰色）のモグラが顔を出したらボタンを押してはならなかった
（No-Go/60 回 33.3%）。この課題では 180 試行実施し，正味の実験時間は 7 分 30 秒であった。
この課題の特徴は，モグラの色の違いのみを検出すればよかった。 

図２．異色モグラ課題の刺激配列 

 

実験手続 TDC・DDC 群の参加者は説明を受け同意書に署名した後，WISC を受け，ADP 群
の参加者は同様の手続きで WAIS を受けた。実験室に入室して実験内容の説明を受け 27 inch の
PC画面前 60 cm に着席した。参加者のキャップに装着された小型カメラで瞬目を，別のカメラ
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で刺激映像を，モニタ付近に設置された 3 つの小型カメラで参加者の顔の映像を記録し（図 3），
眼と刺激映像を１つの画面にスーパーインポーズした（図 4）。 

 

 

瞬目解析手続 松尾・福田（1996）にもとづき，得られた画
像を二値化し（図 5），上眼瞼と下眼瞼の幅を求め，瞬目波形の
中で最下点（図 6 の●時点）を瞬目時点とした。刺激オンセッ
トから次の刺激までの 2.5 秒間において発生したすべての瞬目
について，刺激オンセットからの時間を手作業で求めた。瞬目
について，以下の 2 点について分析を行った。 

① 2.5 秒間に発生した瞬目率：1 分間における瞬目数に換算
した。 

② 2.5 秒間における瞬目時間分布：2.5 秒間を 0.1 秒区間に区
切り，その区間で発生した瞬目数を刺激回数 Go (120 回），
No-Go（60 回）で除した。 

 

 

 

４．研究成果 

行動指標 Go 刺激に対する
正反応率は DDC 群が TDC・
ADP群より有意に低かった（表
1)。No-Go に対する正棄却率
は，TDC群では異色より同色が
低く，DDC 群はいずれの課題
も ADP群より低かった（表 2）。
反応時間は， ADP 群が TDC

群・DDC 群より有意に短かった（表 3）。 

 

瞬目指標  図 7 は，刺激オンセットから次の刺激直前まで
の 2.5 秒間に発生した瞬目を条件別にまとめたもので，1 分間に
おける瞬目数に変換した。同色・異色課題およびいずれの群で
も Go 刺激に対する瞬目率が有意に高かった（p < .01） 。 

 

 

図 7 DDC群・TDC 群・ADP 群における同色・異色課題中の Go・No-Go 条件における瞬目率 

 

 図 8 は，刺激オンセットから 2.5 秒間における瞬目時間分布である。刺激開始から次の刺激開
始までの 2.5 秒間を 0.5 秒の 5 区間に分けて分析を行った。Go 条件の瞬目数が No-Go 条件より
高かったのは，TDC・DDC 群では 0.0～0.5 秒区間（p < .05）および 1.0～1.5 秒区間（p < .01）で
あり，ADP 群では 0.5～1.5 秒区間において Go 条件が高かった。また，ADP 群の瞬目は 1.5 秒付

 

図 3 小型カメラのついた
キャップをかぶって課題に
取り組む参加者。  

 

図 4 1 つの画面に取り込
まれた，目（下半分）と刺激
映像（上半分）。上半分で刺
激オンセットを検出する。
上半分は白くなっており，
刺激呈示がないことを示し
ている。 

 

図 5 上眼瞼と下眼瞼の幅
を検出するために二値化さ
れた画像。上半分は黒くな
り，刺激呈示中であること
を示している。 

 

図 6 エクセルに描かれた
刺激オンセットから次の刺
激までに生じた瞬目波形。
●の時点を瞬目時点とし
た。 

表 1 Goに対する正反応率 
 
 

 
 
 

 

同色 異色

TDC 96.4% 94.6%

DDC 83.6% 86.6%

ADP 98.2% 98.9%

表 2 No-Go に対する正棄
却率 

 
 

 
 

 
 

同色 異色

TDC 73.8% 91.6%

DDC 89.6% 82.4%

ADP 97.0% 98.5%

表 2 Goに対する平均反応
時間（ms） 
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近から抑制され始め，2.0～2.5 秒区間では完全に抑制され，TDC 群・DDC 群より低かった（p 

< .01）。 

 

 これらのことから，刺激呈示にともなう瞬目発生と刺激呈示直前の瞬目抑制は発達とともに
顕著になることが示された。児童におけるワーキングメモリー容量の少なさと行動抑制の未熟
さが瞬目発生と抑制に反映されていることが示唆された。 
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図 8 DDC群・TDC 群・ADP 群における同色・異色課題中の Go・No-Go 条件における瞬目
時間分布 
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福田恭介・鶴田咲季・志堂寺和則・松尾太加志・早見武人
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